
玄関 和室 洋室 浴室

UB 洗面 WC 洗濯機置場、冷蔵庫置場 引戸

ロフト、屋根裏収納 アコーディオンカーテン バルコニー、ベランダ、テラス

フラワーボックス、花台、室外機置場 窓、出窓 キッチン カウンターキッチン L字キッチン

クローゼット、物入、押入、収納、納戸 下駄箱、SB、下足入 サービスルーム 階段

階段下収納 螺旋階段 駐車場 床下収納 丸壁扉、引戸

片引き戸 吹き抜け 複数階ある間取り図の配置

庭、専用庭 フローリング

◆ 複数階（3階） の配置◆

◆ 複数階（4階） の配置◆
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間取り図の向きは、いただいた原稿通りの向きで作成いします。
壁・ドア・窓・ベランダ・各種設備は原稿通りに作成します。
文字等の表記については下記の通りとします。
・ 水回り（洗面・浴室・WC等）はパーツのみ表記します。
ただ、原稿にパーツがなく文字のみの場合は文字を表記します。
・文字が読めないものは表記しません。例：帖数の数字が5か6か判断がつかない
・スペース的に入らない場合は文字表記は省略します。
・英語表記は日本語表記に読み替えます。例：bath room⇒浴室　bedroom⇒洋室
・原稿にない扉やあがりかまちなどは判断ができませんので表記をしません。
・間取りの向きは原稿の向きのまま作成します。
・坪、㎡、帖数の先頭にある「約」は表記します。

・家具、室外（共用部分、EV）などは表記しません。アルコープ、玄関ポーチは表記します。
・方位マークは表記しません。
・収納の帖数は表記しません。納戸、サービスルームは表記します。
・居室は和室、洋室で表記します。防音室、スタジオなどは洋室に置き換えをします。
・「台所・食堂・居間」という表現は使用をせず、全て「K・DK・LDK」で表記します。
・ フローリングは原稿に「フローリング」と文字がある場合のみ表記します。罫線のみの
場合は、クッションフロアとの判断がつかないため表記しません。
・ 棚、パウダールーム、ラバトリー、フラワーボックス、室外機置き場、廊下、ホール、
階段のUP、DNなどの文字は表記しません。

原稿に「洗濯機、洗」、「冷蔵庫、冷」の
文字があればパーツの上に文字を入
れます

原稿のキッチンシンクにガスコンロが
あればコンロを入れます。L字も同様
です。


